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米 川 新 聞 ２６.２
　　歴史探訪シリーズ　「ふる里の歴史を知ろう　」

教会が米川に建設されるまでのいきさつ
米川・大籠（岩手県藤沢町）地区は、製鉄が盛んな時代があったことがわかっていて、しかもキリシタン殉教の

地であることが口伝で伝わっていたが、確たる証拠となる資料が不足し、研究は具体的には進んでいなかった。
昭和２６年３月８日、県史編纂委員（小原、只野、岩間各氏）により、西上沢にて後藤寿庵の墓発見(*1)、米川

（狼河原）キリシタンの研究が活発になる。
昭和２９年10月、綱木沢 小野寺藤右衛門氏宅で、門外不出の古文書「老聞並びに伝説記」を発見。３氏によ

り解読され、三経塚が120名の殉教者の埋葬地であることがわかり、新聞ラジオで報道され、脚光を浴び多数
の観光客が訪れる。

昭和３１年(1956) 当時の浦川仙台司教から小林有方新司教が就任。只野淳氏の訪問誘いを受け、米川を訪
れた小林司教は、この殉教地に感銘、早速カナダに飛び、米川に120名の殉教者が発見されたことを報告講演
し「聖地に教会を」と協力を要請して廻った。

カナダのオッタワ大司教区にルミュー大司教を訪問した時、大司教は仙台教区を後援することを約束し、その
手始めに米川の新教会設立を約束した。

小林司教は、帰朝後早速土地を選定し、現在の地に「保育園兼仮教会」を建築した。尚、保育園は「善き牧舎
愛徳の聖母修道会」の経営として昭和３２年４月11日から「聖マリア保育園」として開園した。

昭和２９年ころから小林司教は、カトリック研究会を始めるなど布教につとめ、その熱心さに集団洗礼や聖体行
列などの宗教行事には公共施設が使われ、行政、学校と地域ぐるみでの協力体制ができあがった。
 　昭和３０年の間には311名の集団洗礼が行われ、311名に洗礼が授けられた。

昭和３２年11月５日聖堂と司祭館落成。献堂式聖堂と司祭館の設計は小林司教自身があたり、建設費はカナ
ダからの浄財をもとに、教区が全額負担した。建築工事は聖堂を石巻の室岡信幸氏、司祭館は築館の山本金
作氏に委嘱。土木工事は地元「阿川建設」で行った。
 　昭和５０年には公費が入り、旧修道院跡に保育園舎が新しく建て替えられた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(*1)　現在では寿庵の子孫の墓であるという説が有力となっている。
                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料ご提供：米川1区　畠山敏博氏

豊かな自然と伝統文化の郷 よねかわ
発行元： 米 川 地 域 振 興 会
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    おもてなしの心  あふれる笑顔  

       米川公民館 

現在の聖堂 最初の教会（兼 修道院・集会室・保育室） 
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新
年
の
ご
挨
拶

　
　
米
川
地
域
振
興
会

　
　
　
会
長
　
及
川
　
浩

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春

の
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
飛
躍
を
願
い
穏
や
か
な
新

年
を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
地
域
振
興
会

の
事
業
に
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」

の
米
川
地
域
振
興
会
、
住
民

が
運
営
す
る
公
民
館
と
、
各

自
治
会
代
表
者
の
皆
様
方
に

よ
っ
て
指
定
管
理
を
受
託
し

３
年
に
な
り
、
従
来
の
公
民

館
活
動
を
始
め
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
、
２
５
年
度
は

過
疎
集
落
等
自
立
再
生
緊
急

対
策
事
業
等
々
の
補
助
事
業

を
行
い
な
が
ら
「
米
川
の
元

気
づ
く
り
、
賑
わ
い
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
」
と
活
動
中

で
す
。
今
年
は
農
村
集
落
下

水
道
の
供
用
開
始
、
上
沢
地

区
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
着
工

と
新
た
な
る
地
域
と
な
り
ま

す
。
「
よ
り
よ
い
米
川
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
参
り
ま
す

の
で
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
東
京
東
和
会
の
皆
様
へ

　
被
災
し
た
部
員
も
多
く

歯
を
食
い
縛
り
試
練
を
乗

り
越
え
た
東
陵
球
児
。
ま

た
、
野
球
を
離
れ
て
災
害

支
援
で
頑
張
っ
た
球
児
た

ち
に
、
絶
大
な
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

選
抜
高
校
野
球
大
会

　
 
 

甲
子
園
出
場
決
定
！

　

東
陵
高
校
（
気
仙
沼
市

）

わ
え
、
白
鉢
巻
に
さ
ら
し
、

白
足
袋
に
草
鞋
姿
の
男
た
ち

は
、
懸
命
に
寒
さ
に
耐
え
な

が
ら
、
さ
っ
そ
う
と
若
草
神

社
を
目
指
し
ま
し
た
。
神
社

で
は
大
勢
の
参
拝
者
が
見
守

る
中
、
一
年
の
無
病
息
災
・

家
内
安
全
と
商
売
繁
盛
を
祈

願
し
ま
し
た
。

ど
ん
と
祭

寒
さ
に
耐
え
３
３
名
が
若
草
神
社
で
祈
願

　
小
正
月
の
行
事
「
ど
ん
と

祭
・
は
だ
か
参
り
」
が
、
１

月
１
４
日
夜
、
若
草
神
社
と

市
街
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
、
米
川
一
区
の

一
友
会
（
会
長
＝
桜
戸
正
道

氏
）
が
中
心
と
な
っ
て
「
少

し
で
も
地
域
の
活
性
化
に
貢

献
し
よ
う
」
と
の
思
い
か
ら

毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
年
で

２
９
年
目
。

　
今
年
も
米
川
一
区
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
カ
リ
タ
ス

ジ
ャ
パ
ン
」
の
８
名
や
地
域

の
子
供
た
ち
も
行
事
に
加
わ

り
、
総
勢
３
３
名
が
参
加
。

氷
点
下
の
中
、
含
み
紙
を
く

　
第
８
６
回
選
抜
高
校
野
球

大
会
（
３
月
２
１
日
か
ら
１

２
日
間
、
甲
子
園
）
の
選
考

委
員
会
が
１
月
２
４
日
、
大

阪
市
内
で
行
わ
れ
、
東
北
か

ら
は
八
戸
学
院
光
星
（
青
森

県
）
と
東
陵
（
宮
城
県
）
の

２
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
東
陵
の
甲
子
園
は
、
１
９

８
８
年
の
夏
以
来
、
２
６
年

ぶ
り
2
度
目
。
選
抜
は
初
。

　
昨
年
の
秋
季
東
北
大
会
で

準
優
勝
だ
っ
た
も
の
の
、
決

勝
戦
で
の
大
敗
で
選
考
漏
れ

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
攻

守
共
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

チ
ー
ム
と
し
て
委
員
会
で
評

価
が
高
く
、
見
事
出
場
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
東
陵
に
は
米
川
２
区
の
工

藤
翔
君
（
２
年
、
裕
正
氏
）

と
米
川
３
区
の
佐
藤
剛
也
君

（
１
年
、
一
之
氏
）
の
２
名

が
在
籍
。
2
人
は
年
末
に
帰

郷
し
た
も
の
の
正
月
返
上
で

練
習
し
て
い
ま
す
。

　
「
決
ま
る
ま
で
胃
が
破
裂

し
そ
う
だ
っ
た
。
今
は
親
子

の
大
き
な
夢
が
叶
い
、
こ
の

上
な
く
う
れ
し
い
。
み
な
さ

ん
の
お
陰
で
す
。
」
と
裕
正

氏
。
一
方
一
之
氏
は
、
「
家

族
と
離
れ
頑
張
っ
て
い
る
子

供
た
ち
を
い
っ
ぱ
い
褒
め
て

や
り
た
い
。
こ
の
時
季
は
絶

対
無
理
を
せ
ず
全
員
が
万
全

の
気
力
と
体
力
で
出
場
し
て

欲
し
い
で
す
。
」
と
親
の
心

情
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
童
顔
だ
っ
た
２
人
は
、
今

や
坊
主
頭
で
高
校
球
児
の
り

り
し
い
顔
つ
き
に
。

　
頑
張
っ
て
米
川
っ
子
！

　
米
川
の
み
な
さ
ん
応
援
よ

　
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一友会 

米川１区 

若草神社を目指す参加者 
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 米川公民館 俳句教室
選者：俳句教室講師　藤野尚之　氏

米
川
新
春
懇
談
会
開
催

地
域
お
こ
し
協
力
隊

「
能
」
を
ご
披
露

が
「
能
」
を
ご
披
露
。
来
賓

の
布
施
市
長
は
じ
め
出
席
者

か
ら
本
格
的
な
舞
い
に
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

米
川
　
千
葉
勝
保

 

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
・
製
鉄
物
語

　
米
川
公
民
館
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

インドアスポーツ大会
日 　時：平成２６年２月１５日（土）午後６時半
場 　所：米川公民館
種　 目：ユニカール、卓球
参加料：ユニカール→６００円、卓球→なし
共　 催：体協米川支部、米川地域振興会
　　【申し込みは各地区体育部長さんまで】

 米川の水かぶり
 八百余年の伝統　火伏行事
日時：平成 ２６ 年 ２ 月 ４ 日（火）

　　　　　午前１０時３０分
　　　（早めにご来場下さい）

場所：大慈寺、市街地

付帯イベント（米川地域振興会主催）

雅楽奏楽会（曹洞宗詔音会）

日時：　同日　午後1時から
場所：大慈寺

　
　
　
選
者
の
一
句

し
ん
に
ゆ
う
の
紙
面
は
み
出
す
試
筆
か
な

琴
の
音
の
調
べ
め
で
た
き
初
稽
古

書
初
や
雄
勝
硯
の
海
深
し

書
初
や
い
ろ
は
か
な
文
字
匂
や
か
に

湯
の
宿
で
羽
を
伸
ば
し
て
小
正
月

書
初
や
絆
の
文
字
を
筆
太
に

吟
詠
の
襟
を
正
し
て
初
稽
古

上
達
を
お
神
酒
で
誓
ひ
初
稽
古

正
座
し
て
ま
ず
一
礼
を
初
稽
古

よねかわ情報コーナー（催し物）

１２月の兼題　　初稽古　書初　小正月

米
川
　
小
野
寺
好
道

米
川
　
村
上
君
枝

米
川
　
千
葉
富
子

米
川
　
及
川
裕
子

米
川
　
及
川
豊
子

米
川
　
千
葉
サ
キ
コ

米
川
　
及
川
ヤ
エ

錦
織
　
及
川
守
男

米
川
　
及
川
和
子

米
川
　
小
野
寺
和
彦

初
稽
古
皆
で
歌
ふ
黒
田
節

小
正
月
神
厨
子
巡
る
ふ
る
太
鼓

帯
き
り
り
鏡
に
向
か
ひ
初
稽
古

　
地
域
の
方
々
が
一
堂
に
会

し
て
1
年
の
無
事
と
健
康
を

願
い
、
１
月
１
９
日
、
米
川

新
春
懇
談
会
を
米
川
公
民
館

で
開
催
。
来
賓
を
含
め
４
８

名
が
出
席
。

　
開
会
で
「
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
」
と
米
川
地
域
振
興
会
及

川
会
長
が
挨
拶
。

　
今
年
で
3
回
目
と
な
る
新

春
懇
談
会
で
は
、
昨
年
の
地

域
功
労
者
２
１
名
に
感
謝
状

と
記
念
品
を
授
与
。
ま
た
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
浦
田

紗
智
さ
ん
と
そ
の
仲
間
た
ち

と き： 3/1（土） 、3/2（日） 
ところ：登米祝祭劇場 

「能」舞う浦田さんと仲間たち 
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20 木 登米市、柳絮会俳句教室、あばせ教室
1 土 土曜学習教室、剣道ｽﾎﾟ少 21 金 JP労組、絵手紙教室、あばせﾖｶﾞ教室
2 日 22 土 土曜学習教室、米川生産森林組合（準備）

米川古文書学習会、ｼﾆｱ体力づくり教室 23 日 米川生産森林組合総会、黎明太鼓
ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、東和ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会 24 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、剣道ｽﾎﾟ少、東和ﾊﾞﾚｰ協会

4 火 　　（米川の水かぶり・雅楽奏楽会） 25 火 長生大学閉講式、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室
5 水 ｶﾗｵｹ教室、泉趣会、福扇会、剣道ｽﾎﾟ少 26 水 泉趣会、剣道ｽﾎﾟ少
6 木 あばせ教室、米川若草会 27 木 あばせ教室
7 金 28 金
8 土 土曜学習教室、剣道ｽﾎﾟ少、登米市体協
9 日 黎明太鼓 1 土 土曜学習教室
10 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、剣道ｽﾎﾟ少、東和ﾊﾞﾚｰ協会 2 日
11 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室 3 月 米川古文書学習会、ｼﾆｱ体力づくり教室
12 水 泉趣会、福扇会、剣道ｽﾎﾟ少 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室、東和ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会
13 木 あばせ教室 4 火
14 金 つるし飾り教室、絵手紙教室 5 水 ｶﾗｵｹ教室、泉趣会
15 土 土曜学習教室、米川ｲﾝﾄﾞｱｽﾎﾟｰﾂ大会 6 木 あばせ教室
16 日 7 金 絵手紙教室、あばせﾖｶﾞ教室

米川古文書学習会、ｼﾆｱ体力づくり教室 8 土 土曜学習教室
剣道ｽﾎﾟ少、東和ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会、転作説明会 9 日

18 火 ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室 10 月 ｼﾆｱ体力づくり教室、東和ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ協会
登米市、ことほぎｶｲﾛﾌﾟﾗｸﾃｨｯｸ、泉趣会 11 火 ふれあいｻﾛﾝ、ﾚｸﾀﾞﾝｽ教室
福扇会、ｶﾗｵｹ教室、剣道ｽﾎﾟ少  ※公民館事業又は利用許可申請済の団体のみ記載

         　　　　　　地域おこし協力隊活動レポート　　　　　浦田紗智
　　新年あけましておめでとうございます。

昨年7月に地域おこし協力隊に就任し、まだ半年ですが一気に米川内に知り合いが増え、とてもうれしく
思っています。こちらが存じ上げなくても、住民の方から親しく声をかけてくださり、とても活動しやすい環境で
す。まだ半年ということもあり、お付き合いのある行政区が限られてしまい、特に上沢方面にはあまり出入りで
きていないのが残念です。部落の集まり等あればお邪魔させていただきたいと思うので、よければお声掛けく
ださい。

年末、9区蛍松会の『しめ縄づくり』に参加させていただきました。大きなしめ縄をみんなで協力して作り、華
足寺に奉納するという昔から続いている習慣、今後もずっと続いてほしいと思います。

特別に私の家用にも立派なしめ縄を作ってもらい、感動しました。正月明けに、若草神社のどんと祭で焼い
ていただきました。東京で生まれ育った私にとって、しめ縄を自分たちで作るとは驚きです。正月飾りを神社に
納めるというのも初めての経験でした。

現在、登米市では来年度米川で活動する地域おこし協力隊をもう1名募集しています（来年度は2名体
制）。この制度は、都市圏の若者が米川地域へ移り住み、都市住民の視点を活かした地域活性化のお手伝い
を行うというものです。
　　Ｕターン・Ｉターンを考えているお知り合い・ご家族にお声がけくださると助かります。
　　詳しくは米川公民館にお問合せください。

隊員ブログとして、米川の情報や活動をインターネットで発信中。どうぞご覧ください。
地域おこし協力隊・隊員日記　米川・里山だより
http://miyagi-yonekawa.com/news/category/diary/
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        編集後記 
 空気が非常に乾燥し、火災が発生しやすい
時季です。皆様には火の取り扱いや暖房器
具等の取り扱いには十分注意していただき、
火災予防対策をお願いします。また、インフル
エンザの流行も懸念されていますので、合わ
せて体調管理もお願いします。 
 米川新聞、今年も皆様にご愛読頂けますよう
よろしくお願い致します。（沼倉） 
米川地域振興会ホームページ 
【宮城米川・里山だより】 
ＵＲＬ:ｈｔｔｐ://miyagi-Yonekawa.com/ 


